
 

 

 
 
○事業趣旨                     ○受講者内訳 

今日の社会的環境、児童の現状、発達段階を踏まえ、 

体験活動の意義と必要性、教育的効果を理解する。 

また、実技等を通して教員に求められるコミュニケー 

ション能力や自然体験活動の指導方法を身につけると 

ともに、指導力の向上を図る。 

○活動日程 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○活動トピックス 
 ３名の外部講師と所長・研修指導員、企画指導専 
門職により、表の日程・内容で講義や演習を行った。 
各講師からは、五感によるコミュニケーションの 

大切さや実践事例、体験談を交えた自然体験活動の 
の意義や有用性についてわかりやすく講義していた 
だいた。また、「振り返り」の大切さについても講義 
していただき、受講者は自校での取り組み方につい 
て考えていた。 
 自然散策の実習では、施設の周辺コースを散策し 
植物や動物など自然に関する知識、自然の良さや注 
意点を山道の歩き方や安全面での留意点などを具体 
的に学ぶことができた。 
 野外炊飯ではリスクマネジメント演習を行った後、 
安全管理に重点を置きながら班員と協力してカレー 
作りに取り組んだ。羽釜でご飯もおいしく炊きあが 
り、野外で食べるカレーライスを満喫した。 
 体験活動を通した人間関係作りでは、コロナ過でもできる体を使った楽しいレクリエーションや仲間づくりを
意識した実習や講義を通して互いの意見の上手な伝え方などコミュニケーションの取り方を学んだ。受講者から
は「学級作りや人間関係作りにすぐに役立たせたい。」「体験活動の重要性を再確認できた。」等の感想があった。 
○成果と課題 
＜成果＞ 
〇 体験活動の法的根拠と位置付け、意義や必要性についての理解を深めることができた。実践報告も聞くこと
ができ、体験学習における自校の課題や教育課程などをふまえて振り返ることができた。 

○ 受講者は、様々な事例から体験活動の意義について詳しく学ぶことができ、自校における教科指導や学級経 
 営に生かす自信につなげることができた。 
○ 受講者は、自然散策や野外炊飯などの野外活動を実際に体験し、実施の際の留意点や指導法について改め  
 て学ぶよい機会となった。 
＜課題＞ 
● コロナ禍という影響もあり、受講者が少なかった。広報を早めに行い、学校や教育事務所へ受講案内を直接 
 メールで送るなど、広報に工夫を凝らして受講者を募集していく必要がある。 

事業報告 

教員免許状更新講習（選択１８時間） 

「教科指導や学級経営に生かす体験活動の指導」 

令和 3年８月１８日（水）～２０日（金） 

【参加者】小・中学校教職員 ７名 

【場  所】国立磐梯青少年交流の家 

     


